
ご利用にあたっての注意事項

当サイトは、都内中小企業者の方にデザイン活用に関する情報提供を目的とし
て開設するものです。

公開する各デザイン事業所等の情報内容は、掲載事業所等が登録した内容を
そのまま公開するものであり、掲載事業所等との取引の可否及び内容について
は、あくまで当事者間の判断と責任において行ってください。当サイトを利用したこ
とによるトラブル等や訴訟に関して、（公財）東京都中小企業振興公社は一切の
責任を負わないものとします。

また、掲載事業所宛等の売り込み・勧誘等の電子メール・FAX等を配信すること
はご遠慮くださいますようお願いいたします。
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東京デザインデータベース
検索のポイント



「デザイナー情報を検索する」
をクリック

①詳細検索（フリー検索）

●フリーワードでの検索ができます

●デザイン系大学をお探しの方は、
下の□にチェックを入れてください

●当てはまる項目があれば、プル
ダウンよりお選びください

●特定しない場合は「なし」をお選
びください

●特に重視したい実績があれば、
チェックを入れてください

●デザイナーの専門分野をお選
びください

●「なし」を選択した場合、すべて
の専門分野が対象となります
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●「デザイン開発のプロセス」は、
デザイナーにどの段階まで依頼し
たいかを踏まえて、1つのみ選ん
でください（※１）

●「デザイン経営」は、デザイナー
に経営パートナーとしての支援を
依頼したい場合、当てはまる項目
にチェックを入れてください

●「デザイナーを探す」をクリック
（検索実行）

●「デザインするもの」は、具体的
にデザイナーに依頼したいものに
チェックをいれてください

●複数項目でのクロス検索も可能
です

※１ デザイン開発のプロセス（イメージ）

●企画 ●デザイン ●設計 ●試作 ●検討・決定 ●製造 ●販促・販売（量産化）

デザイン提案のみ 製造先のコーディネートまで受注できる 完成品・量産化まで一括して受注できる

●デザイナーの所属団体より検索
したい場合にチェックをいれてくだ
さい（※２）

※２ 記載の団体は、「日本デザイン団体協議会」（D-8）と呼ばれる経済産業省所管の社団法人であるデザイン8団体で
す（http://www.d-eight.jp/index.html）。それ以外にも、いくつかの職能団体があります。
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②簡易検索（デザイナーギャラリー）

●表示方法を選ぶ

「デザイナーギャラリー」をクリック

●デザイナーの専門分野
と、デザイナーに依頼した
いもの（デザインするも
の）を選んでください

●ヒットしたデザイナーの
作品画像が表示されます。
詳細をご覧になりたい場
合は、画像をクリックしてく
ださい

●クリックすると、詳細検
索画面に飛びます
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③検索結果の表示

●ヒットしたデザイナー
が表示されます

●ヒット件数が表示されます

●現在の検索条件が表示されます

●「条件を変更して検索」をクリックすると、
再度詳細検索画面に戻ります

●表示方法を選べます

●直接、デザイナーに問い合わせ
メッセージを送ることができます

●画像をクリックすると、各デザイナーの詳細画面を見る
ことができます

●検索条件が近いデザイナーが表
示されます

●左右にスクロールできます
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④公社コーディネータ経由で探す（デザインコラボマッチング）

●クリックすると、「デザイン経営
サポート／Matching」に飛びます

「公社コーディネータ経由で探す」とは、「デザインコラボマッチング」に参加いただき、
コーディネータのサポートを受けながら、デザイナーと協働を進めていく事業です。

デザイン案件を持つ都内中小企業と優れた提案力を持つデザイナー・デザイン系大学が協働を
はじめる出会いの場「デザインコラボマッチング」。デザイン案件の応募、面談・打ち合わせから契
約まで、経験豊富な公社コーディネータがフォローアップします。
年1回実施する「リアルマッチング」と、オンラインで随時展開できる「Webマッチング」（令和３年３
月開始予定）の2つがあります。自社の案件やタイミングにあわせてご利用ください。
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【参考】デザイナーと一緒に仕事をするときのポイント

（１）デザイン料金について
デザイナーに委託する場合、料金の目安がわからないので、躊躇してしまう中小企業も多いので
はないでしょうか。
デザイン料金は、デザイン分野やデザインする対象、事業規模や開発期間、デザイン作業の条
件、デザイナーのキャリアなどによって大きく異なりますので、相場や標準料金を一律に示すこと
は困難です。

一方で、個別にデザイン料金の目安を探っていくためには、例えば下記のようなやり方が考えられ
ます。

① 以前に依頼した時のデザイン料金を参考にする
② デザイン会社や印刷会社のHPなどに掲載している料金表を参考にする
③ デザイン支援機関や既知のデザイナーに相談し、参考となる情報（費用項目や項目内容な
ど）を教えてもらう
④ 事前にデザイナーに問い合わせ、価格表や見積りを取り寄せる

いずれにしても、料金設定の前提や費目が各社で異なる場合があるため、上記の目安はあくまで
も参考として捉え、まずはデザイナーに相談してみるのがよいでしょう。

（２）契約書について
デザイナーに委託する場合は、契約を結びましょう。
契約書で業務範囲や責任などを明らかにしておけば、トラブルを未然に防ぐことができ、互いに安
心して業務に取り組めます。
契約書には下記の項目を明記するとよいでしょう。

①依頼内容
②作業期間
③デザイン料
④知的財産権とその帰属
⑤遂行要領（仕事の進め方について相互確認するもの）
⑥義務事項（秘密保持など双方の義務を確認するもの）

契約形式、デザイン料の考え方やデザイン料の支払い方式、
契約書例については、公社発行の「デザイン活用ガイド」に
詳しく記していますので、ご確認ください。

（公財）日本インダストリアルデザイナー協会のHPにも、
「デザイン契約について」のわかりやすい考え方が掲載されています。

「デザイン活用ガイド」は
こちらからダウンロード

いただけます⇒

日本インダストリアルデザイナー協会

「ビジネスに即したデザイン契約について」⇒


